
（別紙４）

児童発達支援センターすみれ園
公表日 　　　令和７年　４月　１日

利用児童数 35名 回収数 22

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。 22

園庭もありよいと思う。

部屋ごとに部屋の名前がありわかりやす

い。

子どもたちに合わせた生活の工夫がある

と思う。

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 20 1 1

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い

ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や

情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。

21 1

子どもが自分で目で確認して取り組める

点が良いと思う。

生活の中で、はじまりと終わりがわかり

やすいところがよいと思う。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。

また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。
22

よいと思う。

気になったことはない。

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援

が受けられていると思いますか。 
21 1

子どものことをよく見てくれていると思

う。

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と

合っていると思いますか 。

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、児童発達支援計画（個別支援計画）が作成されていると思

いますか。

21 1 子どものことをよく見てくれている印象。

8

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提

供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援 」で示す支

援内容からこどもの支援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具体

的な支援内容が設定されていると思いますか。

21 1

ガイドラインがよくわかりません。

ガイドラインがわからないが、子どもた

ちの目標を具体的に説明してくれている

と思う。

9 児童発達支援計画に沿った支援が行われていると思いますか。 22

懇談で具体的に説明をしてくれる。

参観や連絡帳で、支援内容がよくわか

る。

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います

か。
19 3

活動プログラムとは何か。

活動プログラムの固定化とは何かわから

ないが、こどもはいつも楽しんで活動し

ているので良いと思う。

11
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、その他地域で他のこどもと

活動する機会がありますか。
21 1

定期的に保育園と交流している。

様子は連絡帳で知らせてもらっている。

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい

て丁寧な説明がありましたか。
20 2

13 「児童発達支援計画」を示しながら、支援内容の説明がなされましたか。 22

保

護

者

へ

の

説

明

等

日頃から、子どもと一緒に片付けたり、

落ちているごみは、すぐに拾う習慣等を

職員が意識し、まずは見本を見せるこ

と、そして、一緒にすること、その結

果、子どもが自分で散らかしたものは自

分で片付けることができるようにしてい

きます。

子ども一人ひとりを理解するために、丁

寧なアセスメントと本人ニーズの確認に

努めます。

今年度、質問項目に入れておりませんで

した。支援プログラムは、法人ホーム

ページに令和６年１２月より公表してお

ります。

複数の職員の参加による個別支援計画策

定会議を実施し、計画案を作成しており

ます。今後も、子ども一人ひとりを客観

的に分析した上で、計画作成に努めま

す。

環
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・
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制

整

備

適

切

な

支

援

の

提

供

評価表の書式について、子ども家庭庁の

示す評価表の書式をそのまま使用してい

る関係で、保護者の方のお声として、ア

ンケートで使用されている専門用語の意

味がわかりにくいとお声をいただきまし

た。ありがとうございます。次年度のア

ンケートをお願いする際の参考にさせて

いただきます。

継続して、職員全体で共有し、計画に

沿った支援の実施に努めます。

年間・月間・週間の活動プログラムのも

と、子どもたちの状況に合わせた支援が

できるように努めています。

今年度も継続して行っていきます。

利用開始時の契約説明の際に、全体の概

要説明について努めています。保護者の

方にわかりやすく説明するよう努めま

す。

必ず、個別懇談時に計画書を見ていただ

きながら説明をさせていただくようにし

ています。継続していきます。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

子どもが安心して過ごせるスペースを確

保できるように努めます。

当日の子どもの状況や子どもの安全面に

対しての緊急対応、職員スキル等に対し

て、職員配置が必要になることがありま

した。その際は、事業間、法人内施設間

で連携していきます。

子どもにとって、将来を見通して、どの

ような力をつけていってほしいかを見通

した目標設定の下、環境づくりを行いま

す。

集団を特徴とした自施設での構造化につ

いても、具体的に示せるようにしたいと

考えます。

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン

グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています

か。

19 3

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に

ついて共通理解ができていると思いますか。
21 1

連絡帳を通して伝えてもらっている。

直接送迎の際、お話してもらう。

電話をもらうことがありました。

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。 20 2

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 22 こどもたちをよく見てくれていると思う。

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流

の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだ

い向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けら

れるなど、きょうだいへの支援がされていますか。

19 3

保護者同士の交流の場がありよいと思

う。

保護者の交流の場はうれしい。

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている

とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周

知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています

か。

21 1
相談の申し入れをしたことがないのでわ

からない。

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると

思いますか。
22 よいと思う。

21

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制

等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ

れていますか。

20 1 1

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 21 1

充分にされていると思うが、何を基準に

留意されているとしたらよいかわからな

い。

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていま

すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。

22 よいと思う。

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓

練が行われていますか。
21 1

定期的な消防訓練等が行われていること

は知っている。内容等についても今度聞

いてみたい。

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、

安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。
21 1

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事

故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。
20 2 怪我等がないのでわからない。

27 こどもは安心感をもって通所していますか 。 21 1

子どもが伝えることができないのでわか

らない。

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 20 1 1
子どもが発語がないので、わからない。

行事や季節の変わり目は不安そう。

29 事業所の支援に満足していますか。 22

子どもたちのために支援してくれている

ことがよくわかる。

子どものために向き合ってくれているの

で、親も頑張ることができる。

非

常

時

等

の

対

応

怪我等については、迅速に対応するよう

に努めます。状況や対応方法等を相談、

報告させていただきます。

保

護

者

へ

の

説

明

等

満

足

度

子どもや保護者から申し出があった際に

は、できるだけ迅速に対応できるように

努めています。年齢が上がるとともに、

子ども本人の悩みも増えてくるので、対

応していきたいと考えています。

保護者の方の参観・懇談会や研修会等に

ついてのニーズが高いので、計画・実施

していきたいと思います。

保護者の方とのコミュニケーションが重

要だと考えます。伝えあい、共通理解が

できるように努めます。

定期の個別懇談以外に、今後も参観や懇

談会等でお話を聞いたり、助言させてい

ただく機会をつくります。

まずは目の前の子どもたちを知ること、

受け止めることで、子どもたちが安心し

て登園できる場所となれるように努めま

す。

保護者同士のつながりを大切にした機会

を今後も計画できるようにしたいと考え

ています。

安心・安全を第一に子どもたちが安心し

て過ごせる場所づくりに努めます。

子ども一人ひとりが楽しい見通しをもっ

て通所することができるように努めま

す。

気持ちが不安定になっている時は、サ

ポートする部分と背中を押して見守る部

分について、十分に検討し、保護者の方

と共有します。

職員一同、子どもたちの成長をお家の方

と一緒に見守らせていただけるように努

めてまいります。

今後、意思疎通や情報伝達方法等につい

ては、検討を重ねてまいります。

分かりやすい情報発信に努め、継続して

いきます。

保護者の方の意向を確認しながら、個人

情報の取り扱いについては十分に留意し

てまいります。

緊急時に備えて、保護者の方と共通理解

しておくことや協力をお願いすることに

ついて、ご説明をさせていただいており

ます。緊急時に備えて、保護者の方と情

報共有を行います。

緊急時に職員が動くことができるよう

に、想定訓練を重ね、保護者への情報発

信を行っていけるように努めます。

県に提出している安全計画の内容と取り

組みについて、周知していきます。


